
国有林野 事業の取組

国有林野
事業の取組

中部森林管理局

地域と連携した
荒廃地の早期復旧を目指した
森林づくり

記念モニュメントと共に記念撮影▼

植樹祭式典（植栽樹種の説明）▲

　

中
部
森
林
管
理
局
は
、
こ
の
た
び
、

台
風
に
伴
う
豪
雨
に
よ
り
山
腹
斜
面
の

崩
壊
が
発
生
し
た
箇
所
を
森
林
に
再
生

す
る
取
組
と
し
て
、
小
学
校
な
ど
地
域

と
連
携
し
た
植
樹
祭
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
植
樹
祭
で
は
、
様
々
な
樹
種
を

用
い
て
混
植
、
密
植
す
る
方
法
を
モ
デ

ル
的
に
取
り
入
れ
、
早
期
の
森
林
再
生

を
目
指
し
ま
す
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
国
民

の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
向
け
た

国
土
保
全
対
策
と
し
て
、
自
然
災

害
に
よ
っ
て
発
生
し
た
荒
廃
地
等

の
復
旧
に
治
山
事
業
を
通
じ
て
取

り
組
む
と
と
も
に
、
森
林
と
の
ふ

れ
あ
い
や
国
民
参
加
の
森
林
づ
く

り
、
森
林
環
境
教
育
の
推
進
な
ど

多
様
な
要
請
に
応
え
、
開
か
れ
た

「
国
民
の
森
林
」の
実
現
に
向
け
た

取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
10
月
に
名
古
屋
で

生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国

会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）が
開
か
れ
る
な

ど
生
物
多
様
性
の
保
全
が
国
際
的

に
も
重
要
な
課
題
と
認
識
さ
れ
て

い
る
中
で
、
森
林
の
保
全
管
理
に

お
い
て
も
生
物
多
様
性
に
配
慮
し

た
取
組
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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荒
廃
地
に
、
広
葉
樹
等
を

密
植
・
混
植

　

平
成
22
年
５
月
18
日
、
こ
う
し

た
取
組
の
一
環
と
し
て
、
台
風
に

伴
う
豪
雨
に
よ
り
山
腹
斜
面
が
崩

れ
て
荒
廃
地
化
し
た
箇
所
に
お
い

て
、
地
元
小
学
校
な
ど
地
域
と
連

携
し
た
植
樹
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、「
ふ
る
さ
と
の
森

林
づ
く
り
植
樹
祭
」と
し
て
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
、
地
域
や

全
国
各
地
で
森
林
づ
く
り
に
関
心

を
持
つ
人
々
に
も
広
く
参
加
を
呼

び
か
け
た
こ
と
で
、
地
元
の
小
学

校
、
一
般
参
加
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
総
勢
約
６
百
人

の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
植
樹
祭
は
、
生
物
多
様
性
条
約

第
10
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
と
し

て
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

植
樹
祭
の
実
施
箇
所
は
、
長
野

県
東
部
佐
久
市
に
あ
り
、
東
信
森

林
管
理
署
管
内
荒
船
山
国
有
林
の

中
で
、
平
成
19
年
の
台
風
９
号
に

よ
り
山
腹
崩
壊
が
発
生
し
、
21
年

度
ま
で
治
山
事
業
に
よ
り
山
腹
斜

面
の
復
旧
を
実
施
し
た
箇
所
の
下

部
に
あ
る
０
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
緩

斜
面
で
す
。

　

今
回
は
、
宮
脇
昭
横
浜
国
立
大

学
名
誉
教
授
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

地
域
の
潜
在
自
然
植
生（
人
為
が
加

わ
ら
な
く
な
っ
た
後
に
、
そ
の
時

点
の
環
境
下
に
お
い
て
最
終
的
に

成
立
す
る
植
生
）に
着
目
し
た
モ
デ

ル
的
な
取
組
と
し
て
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。

　

植
樹
祭
で
は
、
ブ

ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
イ
タ

ヤ
カ
エ
デ
、
ヤ
マ
ボ
ウ

シ
な
ど
落
葉
広
葉
樹

12
種
類
に
落
葉
広
葉

樹
林
に
混
生
す
る
ウ

ラ
ジ
ロ
モ
ミ（
針
葉
樹
）

を
加
え
た
計
13
種
類

５
千
本
を
植
え
付
け
ま

し
た
。

地
元
小
学
校
で

の
事
前
学
習

今
回
の
植
樹
祭
を
実

施
す
る
に
当
た
り
、
地

元
の
佐
久
市
立
佐
久

城
山
小
学
校
に
参
加
を
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
、
小
学
校
か
ら
も
開

校
30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
取

り
組
み
た
い
と
の
提
案
を
い
た
だ

き
、
全
校
児
童
、
保
護
者
、
教
職

員
が
参
加
す
る
全
校
行
事
に
位

置
づ
け
、
森
林
管
理
局
と
の
共

催
の
形
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
な
く
、
植
樹
祭
の
実
施
前

に
、
①
保
護
者
・
教
職
員
を
対
象

に
し
た
森
林
保
全
の
講
演
、
②

森
林
教
室（
１
～
４
年
生
は
、
声

優
劇
団
の
協
力
を
得
た
ア
ニ
メ

劇「
み
ん
な
で
木
を
植
え
よ
う
」、

５
・
６
年
生
は
森
林
管
理
署
職
員

に
よ
る「
森
林
の
は
た
ら
き
」の
学

習
）、
③
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
製

作
、
④
植
樹
祭
へ
の
思
い
の
寄
せ

書
き
な
ど
を
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

今
後
の
取
組

　

今
後
は
、
植
樹
し
た
樹
木
の
成

育
状
況
な
ど
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し

な
が
ら
、
そ
の
結
果
を
今
後
の
森

林
づ
く
り
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
植
樹
祭
を
行
っ
た

森
林
は
植
樹
に
携
わ
っ
た
児
童
に

よ
り「
城
山　

夢
い
っ
ぱ
い
の
森
」

と
愛
称
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
児
童
の
思
い
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
今
後
と
も
こ
の
森
林
を
地
域

の
森
林
環
境
教
育
の
教
材
と
し
て

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

「森林のはたらき」の学習

植樹祭に寄せる思い・森の愛称とともに植樹

木の葉に記した植樹祭に寄せる思い

アニメ劇「みんなで木を植えよう」

17

林野 2010.6


